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アユ

９
月
３
〜
４
日
、
台
風
12
号
の
影

響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
幸
い
に
も
台
風
は
西
に
そ
れ
、

大
阪
は
雨
も
風
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
た
め
、
第
16
回
環
境
学
校
は
２
年

ぶ
り
に
住
之
江
区
の
南
港
で
予
定
通

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
会
場
い
っ
ぱ
い
の
49
名

が
参
加
し
、
金
谷
邦
夫
環
境
学
校
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
さ
っ
そ
く

授
業
開
始
。
今
回
は
東
日
本
大
震
災

の
直
後
で
も
あ
り
、
震
災
・
津
波
、

街
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
東
日

本
大
震
災
と
東
南
海
・
南
海
地
震
」

「
大
阪
の
防
災
と
安
全
・
安
心
の
街

づ
く
り
」
と
い
う
２
つ
の
講
義
を
受

け
、
質
問
も
次
々
に
出
さ
れ
る
な
ど

議
論
も
大
い
に
弾
み
ま
し
た
。

２
日
目
は
参
加
者
数
が
23
名
へ
と

若
干
減
り
ま
し
た
が
、
同
じ
く
大
問

題
と
な
っ
た
原
発
問
題
、
そ
し
て
、

関
西
財
界
が
す
す
め
る
大
阪
湾
の
開

発
の
実
態
を
テ
ー
マ
に
、「
福
島
原

発
事
故
と
関
西
の
原
発
」「
大
阪
湾

ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
の
実
態
」
の
二
つ

の
講
義
を
受
け
、
じ
っ
く
り
学
び
合

い
ま
し
た
。

第
16
回
環
境
学
校
は
、「
こ
の
２

日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
自
分
だ
け

に
留
め
ず
ま
わ
り
に
広
め
よ
う
」
と

の
金
谷
邦
夫
環
境
学
校
長
の
あ
い
さ

つ
で
閉
会
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に

課
外
授
業
と
し
て
2
日
目
の
午
後
、

斉
藤
さ
ん
と
同
じ
く
元
大
阪
市
役
所

労
組
の
松
本
さ
ん
の
案
内
で
「
Ｗ
Ｔ

Ｃ
は
じ
め
と
す
る
南
港
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
」
を
行
い
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
47
階
か
ら
夢

洲
・
舞
洲
・
南
港
を
一
望
し
な
が
ら

「
ベ
イ
エ
リ
ア
計
画
」
の
説
明
を
再

度
見
聞
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

時
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
損
傷
跡
の
見
学
や
周

辺
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で
、
大
阪
市
の
ム

ダ
使
い
・
防
災
問
題
に
つ
い
て
改
め

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

全
日
程
を
参
加
し
た
測
定
研
の
喜

多
善
史
さ
ん
は
「
今
回
の
環
境
学
校

は
、
情
勢
に
相
応
し
い
地
震
と
原
発

の
テ
ー
マ
が
田
結
庄
・
芹
沢
両
講
師

に
よ
っ
て
丁
寧
に
解
説
さ
れ
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
中
山
講

師
の
〝
わ
が
国
の
人
口
減
少
を
見
据

え
た
都
市
の
計
画
的
縮
小
と
環
境
復

活
〞
の
提
案
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
拡
大
と
結
び
つ
け
て
実
現
し

た
い
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。 

（
中
森
芳
明
）

　

講
演
の
主
な
内
容

東
日
本
大
震
災
と
東
南
海
・
南
海
地
震

田
結
庄
良
昭
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

最
初
に
、
人
類
は
地
球
の
11
㌔
の

深
さ
し
か
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、「
わ

か
ら
な
い
事
を
伝
え
る
こ
と
が
大

事
」
と
切
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
３
月

11
日
の
東
北
地
方
三
陸
沖
地
震
は
、

震
源
の
深
さ
は
約
24
㌔
と
浅
く
Ｍ
９
、

南
北
方
向
ほ
ぼ
５
０
０
㌔
・
東
西
方

向
の
幅
は
２
０
０
㌔
の
広
い
領
域
で

破
壊
が
進
み
、
巨
大
地
震
と
な
っ
た
。

津
波
は
海
底
の
隆
起
や
沈
降
で
生
じ
、

通
常
の
巨
大
地
震
の
逆
断
層
は
約
２

㍍
程
度
の
隆
起
だ
が
今
回
は
約
５
㍍

と
さ
れ
、
三
陸
沖
で
は
55
㍍
ず
り
動

い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
東
北
大
学
の

調
査
で
は
、
震
源
に
近
い
と
こ
ろ
で

津
波
の
高
さ
は
約
20
㍍
を
超
え
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
西
日
本
で
巨
大
地
震

が
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
ず
、
東

海
・
東
南
海
・
南
海
の
３
地
震
が
同

時
に
起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
、
中
央

防
災
会
議
は
被
害
予
測
の
見
直
し
を

始
め
て
い
る
。

20
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
世
界

で
も
例
の
な
い
人
口
の
急
増
（
４
０

０
０
万
人
か
ら
１
億
２
０
０
０
万
人

大
阪
の
防
災
と
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り

中
山　

徹
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）

へ
）・
若
年
層
増
大
（
高
齢
化
率
５

％
）、
大
工
場
・
大
規
模
オ
フ
ィ
ス
、

（
次
ペ
ー
ジ
４
段
目
に
つ
づ
く
）

第
　
回
環
境
学
校 

開
か
れ
る

震
災
・
津
波
と 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

「
原
発
」と 

ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
の
実
態
を
学
び
合
う

16
第
　
回
環
境
学
校 

開
か
れ
る
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